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第 1問 

 ［1］ 

   （1）不等式 | 2𝑥 + 1 | ≤ 3 の解は アイ ≤ x ≤ ウ である。 

 

       以下  𝑎 を自然数とする。  

 

       (2) 不等式 

|2𝑥 + 1| ≤ 𝑎    …………… ① 

       の解は 
− エ −𝑎

オ
 ≤ 𝑥 ≤  

−エ  +𝑎

オ
 である。 

 

       (3) 不等式 ① を満たす整数 𝑥 の個数を N とする。𝑎 = 3 のとき、

N = カ である。また、𝑎 が 4, 5, 6, ⋯  と増加するとき、N が初め

て カ より大きくなるのは 𝑎 = キ のときである。 

 

 

 

(1)   | 2𝑥 + 1 | ≤ 3 ⇒ −3 ≤  2𝑥 + 1 ≤ 3 

              ⇒ −𝟐 ≤  𝑥 ≤ 𝟏 

 以下、𝑎 を自然数とする。 

(2)   | 2𝑥 + 1 | ≤ 𝑎 ⇒ −𝑎 ≤  2𝑥 + 1 ≤ 𝑎 

              ⇒ 
− 𝟏 −𝑎

𝟐
 ≤  𝑥 ≤ 

− 𝟏＋𝑎

 𝟐 
 

 

(3)  𝑎 = 3 のとき、不等式 ① の解は  −2 ≤  𝑥 ≤ 1 であるため、① を満

たす整数は 

      𝑥 =  −2, −1, 0, 1  



となり、N = 𝟒 

 

 𝑎 = 4 のとき、不等式 ① の解は  −5/2 ≤  𝑥 ≤ 3/2 であるため、① 

を満たす整数は 𝑎 = 3 のときと同じものである。つまり、N = 4. 

 𝑎 = 5 のとき、不等式 ① の解は  −3 ≤  𝑥 ≤ 2 であるため、① を満

たす整数は  

      𝑥 =  −3, −2, −1, 0, 1, 2  

となり、N = 6. 以上から N が初めて 4 より大きくなるのは 𝑎 = 𝟓 のと

きである。 

 

 

 

 ［2］ 𝑘 を定数とする、自然数 𝑚, 𝑛 に関する条件 𝑝, 𝑞, 𝑟 を次のように定

める。 

 

 𝑝 ∶  𝑚 > 𝑘 または  𝑛 > 𝑘 

 𝑞 ∶  𝑚𝑛 > 𝑘2 

 𝑟 ∶  𝑚𝑛 > 𝑘 

 

(1) 次の ク に当てはまるものを、下の ⓪～③ のうちから一つ選べ。 

𝑝  の否定 𝑝̅ は ク である。 

 

⓪ 𝑚 > 𝑘 または  𝑛 > 𝑘 

① 𝑚 > 𝑘 かつ  𝑛 > 𝑘 

② 𝑚 ≤ 𝑘 かつ  𝑛 ≤ 𝑘 

③ 𝑚 ≤ 𝑘 または  𝑛 ≤ 𝑘 

 

(2) 次の ク ～ サ に当てはまるものを、下の ⓪～③ のうちから一つ

ずつ選べ。ただし、同じものを繰り返し選んでもよい。 

 

(i) 𝑘 = 1 とする。 

𝑝 は 𝑞 であるための ケ 。 

 

(ii) 𝑘 = 2 とする。 

𝑝 は 𝑟 であるための コ 。 

𝑝 は 𝑞 であるための サ 。 



 

 

⓪ 必要十分条件である 

① 必要条件であるが、十分条件でない 

② 十分条件であるが、必要条件でない 

③ 必要条件でも十分条件でもない。 

 

 

 

(1) 一般に条件「 𝑝1 または 𝑝2 」の否定は「 𝑝1̅̅ ̅ かつ 𝑝2̅̅ ̅ 」である。 「 𝑚 > 𝑘 

(𝑛 > 𝑘) 」の否定は 「 𝑚 ≤ 𝑘 (𝑛 ≤ 𝑘) 」であるため、𝑝 ∶ 「 𝑚 > 𝑘 ま

たは  𝑛 > 𝑘」の否定は ② 「 𝑚 ≤ 𝑘 かつ  𝑛 ≤ 𝑘 」である。 

(2)  𝑘 = 1 とする。 

 

 𝑝 ∶  𝑚 > 1 または  𝑛 > 1 

 𝑞 ∶  𝑚𝑛 > 1 

 

𝑚, 𝑛 は自然数であるため、𝑚, 𝑛 ≥ 1 よって 

 

𝑚 > 1 または  𝑛 > 1 ⇒ 𝑚 𝑛 ≥ 𝑚 × 1 > 1 

 

つまり、𝑝 は 𝑞 であるための十分条件である。 

   一方、 

 

 𝑝̅ ∶  𝑚 ≤ 1 かつ  𝑛 ≤ 1 

 𝑞 ∶  𝑚𝑛 ≤ 1 

 

であるため 

 

𝑚 ≤ 1 かつ  𝑛 ≤ 1 ⇒ 𝑚 = 𝑛 = 1 ⇒ 𝑚 𝑛 = 1 ≤ 1 

 

よって 𝑝̅  ⇒ 𝑞  が成り立つ。対偶をとると 𝑞  ⇒ 𝑝 となるため、𝑝 は 𝑞 

であるための必要条件である。 

 以上から 𝑝 は 𝑞 であるための ① 必要十分条件であることが分かる。 



𝑘 = 2 とする。 

 

 𝑝 ∶  𝑚 > 2 または  𝑛 > 2 

 𝑞 ∶  𝑚𝑛 > 4 

 𝑟 ∶  𝑚𝑛 > 2 

 

条件 𝑝 , 𝑟 について 

 

𝑚 > 2 または  𝑛 > 2 ⇒ 𝑚𝑛 ≥ 𝑚 × 1 > 2 

 

が成り立つため、𝑝 は 𝑟 であるための十分条件である。 

一方、𝑚 = 𝑛 = 2 であるとき、𝑚𝑛 = 4 > 2 より 𝑟 の条件は満たすが、 

𝑝 の条件は満たさない。 𝑟 ⇒ 𝑝 は成立しないため、𝑟 は 𝑝 であるための

必要条件ではない。 

 以上から 𝑝 は 𝑟 であるための ② 十分条件であるが、必要条件ではな

いことが分かる。 

 

また、条件 𝑝 , 𝑞 について 𝑚 = 3, 𝑛 = 1 であるとき、𝑝 の条件は満

たすが、𝑚𝑛 = 3 < 4 より 𝑞 の条件は満たさない。 𝑝 ⇒ 𝑞 は成立しな

いため、𝑝 は 𝑞 であるための十分条件ではない。 

 一方 

 

 𝑝̅ ∶  𝑚 ≤ 2 かつ  𝑛 ≤ 2 

 𝑞 ∶  𝑚𝑛 ≤ 4 

 

より 

𝑝̅ ⇒ 𝑚𝑛 ≤ 𝑚 × 2 ≤ 2 ⇒ 𝑞 

 

となり、𝑝̅ ⇒ 𝑞 が成り立つ。対偶をとると 𝑞 ⇒ 𝑝 となり、𝑝 は 𝑞 であ

るための必要条件であることが分かる。 

 以上から 𝑝 は 𝑞 であるための ① 必要条件であるが、十分条件ではな

いことが分かる。 

 

 

 


